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平成２１年１０月２９日 

 

各位 

 

会社名   荒川化学工業株式会社 

本社所在地 大阪市中央区平野町 1 丁目 3 番 7 号 

代表者名  取締役社長  末村 長弘 

(コード番号 4968 東証第一部、大証第一部) 

問合せ先  取締役経営企画室長  谷奥 勝三 

ＴＥＬ(06)6209-8500(代表) 

 

業績予想の修正ならびに剰余金の配当（増配）および 
期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成２１年１０月２９日の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏ま

え、平成２１年７月３０日に公表した平成２２年３月期（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１

日）の業績予想を修正することならびに平成２１年９月３０日を基準日とする剰余金の配当をおこな

うことおよび平成２１年５月７日に公表した１株当たりの期末配当予想について修正することを決議

いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．平成２２年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 56,000 1,900 2,100 1,050 52円14銭

今回修正予想（Ｂ） 56,500 2,650 2,900 1,350 67円03銭

増減額（Ｂ－Ａ） 500 750 800 300 －

増減率（％） 0.9 39.5 38.1 28.6 －

（ご参考）前期実績 

（平成２１年３月期） 
59,959 1,117 1,291 657 32円64銭

 

２．平成２２年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 46,000 1,250 2,000 1,200 59円59銭

今回修正予想（Ｂ） 46,500 1,700 2,500 1,200 59円59銭

増減額（Ｂ－Ａ） 500 450 500 0 －

増減率（％） 1.1 36.0 25.0 0.0 －

（ご参考）前期実績 

（平成２１年３月期） 
49,850 586 1,465 695 34円51銭



３．業績予想修正の理由 

  昨年から続く世界的な景気後退は下げ止まりつつあるものの、当社グループの主要顧客である製

紙、印刷インキ、塗料および粘着・接着剤業界では需要の低迷が続いており、当社グループを取り

巻く事業環境も依然として厳しい状況で推移しております。このような環境のもと、当社グループ

におきましては、新規用途開発や全社的な経費削減などの一層のコスト削減による業績の回復に努

めております。 

第２四半期連結累計期間においては、コスト削減の効果に加え、電子工業業界の一部での需要回

復などがあり、今後、中国における需要が回復基調となることが見込まれることから、通期の連結

業績および個別業績は売上高、営業利益、経常利益とも、前回発表予想を上回る見込みとなりまし

た。また、平成２１年１０月２６日に公表しましたように、平成２２年３月期第２四半期において

減損損失３６０百万円を特別損失に計上しておりますが、通期の連結純利益は前回発表予想を上回

る見込みで、個別純利益は前回発表予想を据え置いております。 

 （注）業績予想は本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

４．剰余金の配当の内容 

 決定額 直近の配当予想 
（平成21年 5月 7日公表）

前第２四半期末実績 
（平成 21年 3月期） 

基準日 平成 21 年 9月 30 日 同左 平成 20 年 9月 30 日 
１株当たり 

配当金 
12 円 00 銭 11 円 50 銭 12 円 50 銭 

配当金総額 241 百万円 － 251 百万円 

効力発生日 平成 21 年 12 月 1 日 － 平成 20 年 12 月 1 日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

５．期末配当予想の修正の内容 

 １株当たりの配当金（円） 
基準日 第２四半期末 期  末 年  間 

前回予想  11 円 50 銭 23 円 50 銭 

今回修正予想  12 円 00 銭 24 円 00 銭 

当期実績 12 円 00 銭   

前期実績 

（平成 21 年 3 月期） 
12 円 50 銭 10 円 00 銭 22 円 50 銭 

６．剰余金の配当増配および期末配当予想修正の理由 

当社は、平成２０年４月よりスタートさせた第２次中期５ヵ年経営計画において明確にしており

ますように、株主還元策として、安定的かつ継続的な配当を維持しつつ、積極的な株主還元策に取

り組むことを基本方針としております。当社グループを取り巻く事業環境は依然として厳しい状況

で推移しておりますが、今回の業績予想の修正にともない、第２四半期末を基準日とする剰余金の

配当を前回予想より５０銭増配の１株当たり１２円とします。また、期末の配当予想につきまして

も前回予想より５０銭増配の１株当たり１２円とし、年間の配当予想を２４円に修正いたします。 

 

以上 
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